
構成要素（コンピテンス） 能力（コンピテンシー） 構成要素（コンピテンス） 能力（コンピテンシー）

豊かな知識・教 養に基づく高い

倫理観
豊かな知識・教養を基に倫理 観を高めることができる。

豊かな知識・教養に基づく高い

倫理観

工学技術が社会と環境に及ぼす影響を理解し，幅広い知識・

教養に基づく高い倫理観を涵養することができる。

世界の現状を理解し、説明する

力

世界情勢を理解し，国際社会 が直面している問題を説明す

ることができる。

日本及び世界の現状を理解し、

説明する力

グローバル化する社会における工学技術者として、多文化や

異文化に関する知識や国際社会が直面している問題を理解し

説明することができる。

論理的・批判的 思考力
得られる情報を基に論理的な 思考，批判的な思考をするこ

とができる。
論理的・批判的 思考力

体系化された継続的な学修により工学の基礎 力を身につけ、

工学技術者として論理的、批判的な思考をすることができ

る。

問題発見・ 解決力
事象を注意深く観察して問題 を発見し，解決策を提案する

ことができる。
問題発見・ 解決力

工学の基礎力に基づいて、自ら問題を発見し 考察できる発想

力と分析力を持ち、問題の解決策を提案できる。

挑戦力
あきらめない気持ちで新しい ことに果敢に挑戦することが

できる。
挑戦力

地球環境の保全や健康的な生活に工学の立場から寄与し、持

続可能な社会の実現のために、あきらめない気持ちを持って

果敢に挑戦することができる。

コミュニケー ション力
他者の意見を聴いて理解し， 自分の考えを伝えることがで

きる。
コミュニケーション力

社会性を持つ工学技術者として、常に他者の 意見に耳を傾

け、自らの意見を相手に伝えることができる。

リーダーシップ・ 協働力
集団のなかで連携しながら， 協働者の力を引き出し，その

活躍を支援することができる。
リーダーシップ・ 協働力

工学技術者の立場から他者との協働を通し て、リーダーとし

て他者の力を引き出し、その活躍を支援することができる。

省察力
謙虚に自己を見つめ，振り返 りを通じて自己を高めること

ができる。
省察力

自己を見つめ、自らの言動を謙虚に振り返り、工学技術者と

して自己を高めることができる。
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